
「錦絵 仮名手本忠臣蔵」(吉田78) 「岡本元朝日記 七」(混架7-380-7)

第45号

秋田県

令和6年3月7日

元
禄

年
（
１
７
０
１
）

14

３
月

日
、
江
戸
城
の
松
之

14

廊
下
で
勅
使
饗
応
役
浅
野
内

匠
頭
長
矩
が
高
家
筆
頭
吉

良
上
野
介
義
央
に
刃
傷
に

及
び
ま
し
た
。

当
館
が
所
蔵
す
る
秋
田

藩
家
老
の
「
岡
本
元
朝
日

記
」３
月

日
の
条
に
は
、

25

江
戸
藩
邸
か
ら
の
書
状
で

知
ら
さ
れ
た
伝
聞
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
野
介

が
「
何
を
す
る
や
」
と
刀

に
手
を
掛
け
応
戦
態
勢
を

取
っ
た
な
ど
、
誤
伝
も
混

じ
っ
て
い
ま
す
が
、
事
件

の
あ
ら
ま
し
が
細
か
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。

「
岡
本
元
朝
日
記
」
は

翻
刻
本
を
刊
行
し
て
お
り

活
字
で
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
原
本
が
比

較
的
読
み
や
す
い
く
ず
し

字
で
書
か
れ
て
お
り
、
令

和
５
年
度
の
古
文
書
解
読

講
座
の
初
級
編
で
テ
キ
ス

ト
に
使
用
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
も
、
当
館

の
古
文
書
解
読
講
座
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

◆
連
携
展

（
東
成
瀬
村
ふ
る
里
館
）

未
定

◆
企
画
展

(

前
半)

８
月

日
～
９
月

日

22

23

(

後
半)

９
月

日
～

月
４
日

26

11

◆
公
文
書
館
講
座

●
古
文
書
解
読
講
座

６
月

日
・
７
月
５
日
・
７
月

日

28

12

●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

５
月
９
日
・
６
月

日
・
７
月

日

13

11

８
月
８
日
・
９
月

日
・

月

日

12

10

10

月

日
・

月

日

11

14

12

12

◆
県
政
映
画
上
映
会

８
月

日
（
木
）・

日
（
金
）

29

30

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間

平

日

９
時
～

時
19

土
日
祝
日

９
時
～

時
18

（
書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は

時
ま
で
）

17

◆
休
館
日
（
令
和
６
年
度
）

毎
週
水
曜
日(

祝
日
の
場
合
は
木
曜
日)

年
末
年
始

月

日
～
１
月
３
日

12

28

特
別
整
理
期
間

１
月

日
～
１
月

日

16

28

休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

ま
た
は
当
館
内
の
掲
示
等
で
御
確
認
く
だ

さ
い
。

利
用
案
内

利
用
案
内

来
年
度
の
行
事
予
定

来
年
度
の
行
事
予
定



当
館
は
今
年
度
全
６
回
の
講
座
を
開
催

し
、
延
べ
１
６
４
人
に
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
初
級
編
は
延
べ

人
、
中
・

85

上
級
編
で
は
延
べ

人
の
内
訳
で
し
た
。

79

初
級
編
で
は
当
館
翻
刻
事
業
の
社
会
へ

の
還
元
と
し
て
、
す
べ
て
「
岡
本
元
朝
日

記
」
を
教
材
に
使
い
ま
し
た
。
表
紙
で
紹

介
し
た
松
之
廊
下
の
話
の
ほ
か
、
５
歳
の

息
子
を
疱
瘡
（
天
然
痘
）
で
失
う
元
朝
の

心
情
、
元
朝
の
江
戸
ま
で
の
道
中
記
な
ど

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
選
び
抜
き
、
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
を
駆
使
し
て
古
文
書
の
く
ず
し
字
解

読
の
初
歩
を
じ
っ
く
り
学
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
ま
た
、
中
・
上
級
編
で
は
当
館
所

初級編のスライドショー教材（第２回）

蔵
の
様
々

な
古
文
書

か
ら
、
秋

田
戊
辰
戦

争
、
秋
田

藩
財
政
の

成
立
期
、

遊
女
の
暮

ら
し
な
ど
、

古
文
書
を

歴
史
の
話

を
交
え
て
読
み
解
き
ま
し
た
。
あ
る
程
度

以
上
読
め
る
方
を
対
象
に
し
て
、
初
級
編

よ
り
長
め
の
教
材
を
読
み
進
め
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
も
、
初
級
編
で
は
「
説
明

が
楽
し
く
、
か
つ
学
習
の
基
本
に
戻
る
こ

と
が
で
き
た
」「
元
朝
の
書
い
た
字
は
読

み
や
す
い
」
な
ど
。
中
・
上
級
編
で
は

「
歴
史
の
裏
側
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
歴
史
も
く
ず
し
字
も
全
体
的
に
分
か
っ

て
貰
お
う
と
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
は
、

５
月
下
旬
に
募
集
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

当
館
Ｈ
Ｐ
や
館
内
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

ほ
か
で
御
確
認
の
上
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

当
館
所
蔵
資
料
に
は
、
個
人
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
情
報
の
非
公
開
年
限
が
過
ぎ
て
い
な

い
た
め
閲
覧
に
供
し
て
い
な
い
近
現
代
の

文
書
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
江
戸
時

代
や
明
治
時
代
の
作
成
の
文
書
で
も
、
虫

損
や
水
損
、
裂
け
や
破
れ
な
ど
紙
の
劣
化

が
原
因
で
閲
覧
困
難
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

当
館
で
は
、
そ
れ
ら
を
年
次
計
画
で
修

復
し
、
順
次
来
館
者
に
閲
覧
公
開
で
き
る

形
に
し
て
い
ま
す
。
本
紙
第

号
で
は
、

44

企
画
展
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
チ
カ
ラ
」
で

展
示
し
た
修
復
後
の
古
絵
図
２
点
を
紹
介

し
ま
す
。

本
号
で
は
史
料
修
復
の
ビ
フ
ォ
ー
・
ア

フ
タ
ー
を
、
平
成
４
年
度
に
修
復
し
た

「
陣
取
之
図
」（
落
１
５
２
４
）
を
写
真

で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
史
料
の
特
徴

は
秋
田
藩
士
の
戦
い
に
対
す
る
考
え
方
が

分
か
る
こ
と
で
、
修
復
後
は
戊
辰
戦
争
に

関
す
る
出
前
講
座
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

修
復
は
表
具
の
一

級
技
能
士
の
資
格
を

持
つ
文
化
財
保
存
修

復
学
会
正
会
員
で
あ

る
専
門
家
に
委
託
し

ま
し
た
。
作
業
前
に
、

写
真
撮
影
・
採
寸
・

損
傷
の
診
断
等
を
記

録
す
る
と
と
も
に
、
酸
性
度
に
つ
い
て
Ｐ

Ｈ
測
定
を
行
い
ま
す
。
修
復
方
法
は
、
和

紙
を
使
用
し
た
裏
打
ち
で
、
接
着
剤
は
化

学
的
な
糊
を
使
用
せ
ず
、
正
麩
糊
等
を
使

用
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
「
金
照
寺
公
園
設
計

図
」（
県
Ｃ-

６
１
７
）、「
無
標
題
地
図
」

（
県
Ｃ-

６
８
０
）、「
秋
田
県
下
第
１
大

区
１
小
区
分
測
図
」（
県
Ｃ-

６
３
８
）
を

修
復
し
ま
し
た
。
６
年
度
か
ら
公
開
予
定

で
す
。

公文書館だより第45号 2

所
蔵
史
料
の
修
復
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座

「陣取之図」修復前

「陣取之図」修復後

68

◯「ひらがな」の元になった漢字は？

※変体仮名といって、通常の平仮名の
くずしと違う漢字をくずしたものもあります。

 

テ
キ
ス
ト
②   

「
岡
本
元
朝
日
記 

25
」（宝
永
元
年
四
月
八
日
条
）



本
館
に
は
県
知
事
が
各
種
行
事
で
挨
拶
し
た
原
稿
が

歴
史
公
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
開
点
数

は
１
３
９
点
で
、
４
０
５
２
件
の
挨
拶
文
が
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
紙
で
は
こ
の
中
か
ら
「
放
送
県
民
大
学
」

に
関
す
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和

年
（
１
９
７
１
）
４
月
１
日
、
県
は
『
秋
田

46

県
第
３
次
総
合
計
画
』
を
策
定
し
、
生
涯
教
育
を
県
政

の
三
本
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時

の
小
畑
勇
二
郎
知
事
の
強
い
意
向
を
反
映
し
て
の
も
の

で
す
。
実
は
そ
の
頃
は
、
生
涯
教
育
を
政
策
に
位
置
づ

け
た
県
は
他
に
な
く
、
国
で
さ
え
も
手
を
つ
け
て
い
な

い
状
況
で
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
畑
知
事
が

生
涯
教
育
を
推
進
し
た
の
は
、
第
一
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
必
要
と
さ
れ
る
社
会
に
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
価

値
観
の
変
化
、
第
三
に
大
量
消
費
時
代
へ
の
対
応
、
第

四
に
余
暇
時
間
の
有
効
利
用
、
と
い
う
四
つ
の
理
由
か

ら
で
す
。（
小
畑
勇
二
郎
『
秋
田
の
生
涯
教
育
』）

昭
和

年
度
に
始
ま
る
「
放
送
県
民
大
学
」
に
つ
い

47

て
、
小
畑
知
事
は
、
翌
年
８
月

日
に
行
わ
れ
た
「
民

20

間
放
送
教
育
協
会
東
北
・
北
海
道
地
区
研
究
協
議
会
」

の
挨
拶
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

〈
前
略
〉
テ
レ
ビ
は
最
早
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
私
た
ち
は
、
目
に
見
え
な
い
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
テ
レ
ビ

を
本
県
で
は
、
生
涯
教
育
を
推
進
す
る
立
場
か
ら

重
要
な
学
習
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
捉
え
、
個
人
学
習

や
集
団
学
習
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
そ
の
効
果

を
高
め
る
た
め
〈
中
略
〉
市
町
村
に
は
、
放
送
に

よ
る
個
人
学
習
奨
励
事
業
に
対
し
て
助
成
し
、
県

は
放
送
県
民
大
学
の
開
設
を
二
つ
の
大
学
に
委
託

し
、
放
送
事
業
者
を
加
え
た
三
者
で
県
民
の
学
習

機
会
を
拡
充
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。〈
後
略
〉

（『
知
事
祝
辞
挨
拶
一
〇
』:

０
１
０
１
０
２-

０
０
０
１
０
）

こ
の
頃
テ
レ
ビ
は
一
部
の
文
化
人
か
ら
「
一
億
総
白

痴
化
」
の
象
徴
と
見
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
県

で
は
生
涯
教
育
推
進
の
手
段
と
し
て
活
用
し
た
の
で
す
。

昭
和

年
度
に
秋
田
経
済
大
学
で
開
講
し
た
「
商
店

47

経
営
コ
ー
ス
」
の
場
合
、
受
講
生
は
「
一
億
人
の
経
済
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
）
を
視
聴
し
て
秋
田
経
済
大
学
に
レ
ポ

ー
ト
を
提
出
し
、
同
大
学
で
開
か
れ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ

に
参
加
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。『
知
事
祝
辞
挨
拶

九
』（
０
１
０
１
０
２-

０
０
０
０
９
）
に
は
、
昭
和
48

年
１
月

日
の
第
５
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
概
要
が
綴
ら

21

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
大
学
教
員
に
よ
る
「
現
代
従

業
員
の
動
機
づ
け
」
と
「
秋
田
県
と
県
民
の
経
済
力
」

の
講
義
の
後
、
受
講
生
か
ら
経
営
分
析
数
値
の
算
出
方

法
に
つ
い
て
数
式
を
示
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
上
が
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和

年
度
聖
園
学
園
短
期
大
学
で
開
講
し
た
「
幼

48

児
と
家
庭
教
育
コ
ー
ス
」
は
「
お
母
さ
ん
の
勉
強
室
」（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
）
と
「
す
ぎ
の
子
ひ
ろ
ば
」（
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放

送
）
を
視
聴
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
聖
園
学
園
短
期
大
学
に

提
出
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
親
子
で
参
加
し
、
午
前
は
短

大
に
託
児
し
て
母
親
は
学
習
、
午
後
は
親
子
で
保
育
の

実
習
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
放
送

県
民
大
学
は
、

年
度
に
聖
霊
女
子
短
期
大
学
で
「
国

49

際
理
解
コ
ー
ス
」、

年
度
に
は
秋
田
大
学
で
「
人
間
と

50

環
境
コ
ー
ス
」
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和

年
（
１
９
７
６
年
５
月

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田

51

25

放
送
局
で
の
「
放
送
県
民
大
学
合
同
開
講
式
」
に
て
、

小
畑
知
事
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
四
十
六
年
に
初
め
て
生
涯
教
育
を
取
り

上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
か
ら
、
県
民
の
高
ま
る

学
習
意
欲
を
満
た
す
に
は
、
ど
う
し
て
も
大
学
を

地
域
に
開
放
し
て
、
こ
れ
に
協
力
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
放
送
県
民
大
学
を
計
画
し
〈
中

略
〉
こ
う
し
て
四
つ
の
大
学
が
揃
っ
て
合
同
開
講

式
を
挙
げ
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
、
全
く
嬉
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。〈
後
略
〉

（『
知
事
祝
辞
挨
拶
一
九
』:

０
１
０
１
０
２-

０
０
０
１
０
９
）

放
送
県
民
大
学
は
昭
和

年
度
ま
で
開
講
さ
れ
、
受

58

講
生
総
数
は
５
０
４
２
人
に
上
り
ま
し
た
。

本
県
か
ら
全
国
に
広
ま
っ
た
「
生
涯
教
育
」
は
、
今

日
で
は
「
生
涯
学
習
」
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
に
根
づ

き
、
放
送
県
民
大
学
の
手
法
を
更
に
発
展
さ
せ
た
放
送

大
学
も
開
学
し
て
い
ま
す
。
生
涯
教
育
・
生
涯
学
習
の

歴
史
を
紐
解
く
と
、
小
畑
知
事
の
先
見
性
と
情
熱
、
そ

し
て
そ
れ
に

共
鳴
し
た
多

く
の
県
民
の

姿
が
見
え
て

き
ま
す
。

【
畑
中
康
博
】

▲書庫内の「知事祝辞挨拶」

公文書館だより第45号 3

放
送
県
民
大
学
に
関
す
る
記
録

～
「
知
事
祝
辞
挨
拶
」
か
ら
～

資
料
紹
介



今
回
は
、
東
山
文
庫
に
あ
る
金
易
右
衛
門
と
い
う
人

の
書
状
を
紹
介
し
ま
す(

Ａ
Ｈ
３
１
２
‐
２
４
７
‐
１)

。

日
付
は
７
月

日
と
あ
り
ま
す
。
年
は
書
か
れ
て
い

13

ま
せ
ん
が
、
内
容
か
ら
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
の
も

の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
勘
定
奉
行
介
川
東
馬
に
宛
て
た

も
の
で
、
当
時
介
川
は
大
坂
の
藩
蔵
屋
敷
に
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。

介
川
の
日
記
の
、
天
保
４
年
７
月

日
の
条
に
は
、

29

金
易
右
衛
門
よ
り
内
書
ニ
、
久
保
田
・
湊
ハ
壱
俵

弐
貫
七
百
文
、
湯
沢
・
横
手
ハ
弐
貫
五
百
文
、
能

代
ハ
石
ニ
付
八
貫
七
百
文
、
大
館
ハ
九
貫
七
百
文

位
よ
り
十
貫
文
、
蕨
根
も
堀
尽
今
ハ
藪
立
之
所
ニ

計
少
々
有
之
と
申
位
之
事
、
質
ハ
半
直
段
、
請
質

一
円
無
之
、
夜
ニ
町
々
帯
刀
又
ハ
町
家
之
も
の
面

を
包
み
無
心
ニ
廻
候
も
の
不
少
、
能
代
な
と
ハ
殊

ニ
多
分
、
去
年
ハ
其
表
御
調
達
ニ
而
御
凌
被
成
候

へ
と
も
今
年
ハ
術
策
も
尽
き
候

と
あ
り
ま
す
。
下
に
あ
げ
た
写
真
は
、
金
の
書
状
の
一

部
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
東
山
文
庫
に
入
っ
て
い
る
こ

の
文
書
は
、
介
川
が
日
記
に
書
き
つ
け
た
手
紙
だ
と
み

て
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

金
は
、
後
期
の
藩
政
を
主
導
し
た
能
吏
の
一
人
で
す
。

文
化

年
（
１
８
０
７
）
の
箱
館
出
兵
で
は
陣
場
奉
行

4

を
務
め
、
大
坂
商
人
鴻
池
又
右
衛
門
の
蔵
元
就
任
を
実

現
し
、
養
蚕
方
を
指
導
し
て
殖
産
政
策
を
進
め
た
の
も

彼
で
し
た
。
ま
た
、
久
保
田
へ
の
米
の
回
漕
の
不
手
際

の
責
め
を
負
っ
て
一
時
失
脚
す
る
ま
で
は
、
勘
定
奉
行

を
兼
務
し
つ
つ
、
仙
北
筋
三
郡
の
郡
奉
行
を
務
め
ま
し

た(

平
鹿
・
雄
勝
は
郡
奉
行
助
力)

。

こ
の
手
紙
に
は
、
天
保
４
年
の
大
凶
作
・
飢
饉
に
先

立
っ
て
、
領
内
の
不
穏
な
様
子
が
事
細
か
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。

今
年
は
天
候
が
不
順
で
、
入
梅
で
も
照
り
続
い
た
と

思
え
ば
、
能
代
の
山
王
祭
の
時
期
に
は
袷
で
は
間
に
合

わ
ず
綿
入
を
着
て
し
の
い
だ
と
か
、
米
不
足
で
「
此
節

ニ
至
り
大
工
町
・
十
軒
町
・
牛
嶋
共
ニ
出
米
一
円
無

之
、
搗
屋
ハ
家
業
休
居
候
仕
合
」、「
上
下
お
し
な
へ
て

騒
キ
立
、
日
々
ニ
米
価
沸
騰
」
と
、
人
心
も
不
穏
な
状

態
に
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

川
口
御
蔵
の
備
米
は
す
べ
て
使
い
果
た
し
、
北
の
丸

の
御
蔵
に
は
籾
で
一
万
四
〇
〇
〇
石
、
四
ツ
小
屋
御
蔵

に
は
五
〇
〇
〇
石
あ
る
が
、
今
後
お
救
い
な
ど
実
施
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
備
蓄
米
は
一
か
月
も
も
た
な
い
だ

ろ
う
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
近
国
も
同
じ
状
態
で
、
今

の
米
相
場
を
考
え
れ
ば
か
え
っ
て
大
坂
で
米
を
買
い
、

国
許
へ
回
漕
し
た
方
が
よ
い
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
昨
日
か
ら
快
晴
で
、
四
、
五
日
も
た
て
ば
早

稲
は
穂
が
出
揃
う
だ
ろ
う
、
十
日
も
こ
の
天
気
が
続
け

ば
例
年
の
「
半
作
」
く
ら
い
に
は
な
る
だ
ろ
う
と
言
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
大
凶
作

が
決
定
的
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
能
代
で
は
飯
米
が
な
い
の
で
、

代
金
は
能
代
方
か
ら
送
る
か
ら
、
大
坂
で
二
〇
〇
〇
石

く
ら
い
も
送
っ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ん
で
い
ま
す
。

や
が
て
金
の
不
安
は
的
中
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
川
の
日
記
９
月
７
日
の
条
に
は
、
ふ
た
た
び
届
い
た

金
の
手
紙
に
は
、
良
く
て
例
年
の
二
割
半
の
出
来
高
だ

と
あ
る
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

天
保
の
大
飢
饉
は
す
ぐ
目
の
前
に
迫
っ
て
い
ま
し

た
。

【
金
森
正
也
】

公文書館だより第45号 4

金
易
右
衛
門
の
書
状



「
あ
き
た
県
庁
出
前
講
座
」
は
、
秋
田

県
生
涯
学
習
推
進
本
部
が
主
催
し
、
県
民

の
要
望
に
応
え
る
行
政
分
野
の
職
員
を
派

遣
し
、
専
門
知
識
と
経
験
を
元
に
し
て
講

座
を
開
催
す
る
事
業
で
す
。
当
館
で
は
、

所
蔵
資
料
の
公
文
書
や
古
文
書
、
県
政
映

画
な
ど
を
材
料
に
し
た
美
味
な
る
出
前
を

県
民
の
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
昨
年
度
の

件
を
超
え
る

件

22

23

の
出
前
を
行
い
ま
し
た
。

①
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
（
南
楢
岡
婦

人
会
：
大
仙
市
南
楢
岡
）、
②
県
政
ニ
ュ第18回出前講座「能代幕末随感」

ー
ス
で
見
る
秋
田
（
御
所
野
の
歴
史
文
化

を
語
る
会
：
秋
田
市
御
所
野
）、
③
昭
和

史
の
中
の
婦
人
会
（
横
手
市
連
合
婦
人

会
）、
④
同
（
能
代
市
連
合
婦
人
会
）、
⑤

お
ら
だ
の
記
憶
展in

東
成
瀬
村
（
東
成
瀬

中
学
校
）、
⑥
古
文
書
教
室
（
東
成
瀬
村

教
育
委
員
会
）、
⑦
昭
和
史
の
中
の
婦
人

会
（
飯
田
川
婦
人
会
）、
⑧
公
文
書
か
ら

見
ら
れ
る
大
仙
市
の
食
生
活
（
食
生
活
改

善
推
進
協
会
：
大
仙
市
）、
⑨
昭
和
史
の

中
の
婦
人
会
（
大
仙
市
地
域
婦
人
団
体
連

絡
協
議
会
：
大
仙
市
南
外
）、
⑩
県
政
ニ

ュ
ー
ス
で
見
る
昭
和

年
代
の
秋
田
（
秋

40

田
市
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
な

ん
ぴ
あ
：
秋
田
市
御
野
場
）、
⑪
ク
ニ
マ

ス
は
な
ぜ
生
き
残
っ
た
の
か
（
奥
羽
エ
コ

ー
ル
：
秋
田
市
）、
⑫
昭
和
史
の
中
の
婦

人
会
（
男
鹿
市
中
央
女
性
学
級
）、
⑬
出

羽
一
国
御
絵
図
も
の
が
た
り
（
河
辺
雄
和

神
社
総
代
会
：
秋
田
市
雄
和
）、
⑭
昭
和

史
の
中
の
婦
人
会
（
平
鹿
町
婦
人
会
：
横

手
市
平
鹿
町
）、
⑮
「
お
ら
だ
の
記
憶
展

in

横
手
市
」
展
示
解
説
（
横
手
郷
土
史
研

究
会
）、
⑯
公
文
書
に
み
る
西
仙
北
地
域

の
歴
史
（
西
仙
北
高
等
学
校
）、
⑰
ぐ
っ

と
く
る
古
文
書L

IF
E

（
秋
田
の
史
跡
を

学
ぶ
会
：
秋
田
市
広
面
）、
⑱
能
代
幕
末

随
感
（『
能
代
山
本
の
先
人
た
ち
』
協
作

実
行
委
員
会
：
能
代
市
）、
⑲
古
文
書
教

室
（
東
成
瀬
村
教
育
委
員
会
）、
⑳
慶
応

４
年
秋
田
戊
辰
戦
争
に
見
る
戦
争
の
姿

（
中
央
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
カ
レ
ッ
ジ
：
秋
田

市
山
王
）、
㉑
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
（
仙

北
市
婦
人
会
：
仙
北
市
西
木
町
）、
㉒
お

ら
だ
の
遠
い
記
憶
を
学
ぶ
ひ
と
と
き
（
大

仙
市
神
岡
中
央
公
民
館
）、
㉓
昭
和
史
の

中
の
婦
人
会
（
川
内
婦
人
会
：
由
利
本
荘

市
鳥
海
町
）

来
年
度
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
県
の
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
実
施
要
綱
を
御
確
認
の
上
、

当
館
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和

～

年
代
、
テ
レ
ビ
が
各
家
庭

30

50

に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
ろ
、
県
の
仕

事
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
県

政
ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
の
名
称
で
各
地
の
映

画
館
等
で
巡
回
上
映
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
当
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
映

像
は
三
百
本
余
り
で
す
。
そ
れ
ら
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
化
し
、
そ
の
一
部
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
で
鑑
賞
で
き
る
上
映
会
を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
８
月

日
と
９
月
１
日
の

31

両
日
、
当
館
３
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

上
映
し
、
約
百
名
の
方
に
御
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
ま
で
は
昭
和

年
代
の
白
黒
映
像
中

30

心
に
上
映
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
お
客
様

層
の
変
化
に
対
応
し
、
今
回
は
昭
和

年
40

代
後
半
か
ら

年
代
前
半
を
題
材
に
し
て

50

上
映
会
と
し
て
は
初
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
映

像
で
お
送
り
し
ま
し
た
。
放
映
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
当
時
の
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
た
」
な
ど
新
た
な
客
層
に
も
見
て
も
ら

え
ま
し
た
。
ま
た
、

月
３
日
に
は
開
館

11

周
年
記
念
と
し
て
秋
田
市
Ａ
Ｌ
Ｖ
Ｅ
で

30も
多
く
の
皆
様
に
御
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。当
館
２
階
閲
覧
室
に
お
い
て
も
常
時
、

御
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

【
梅
田
浩
彰
】

公文書館だより第45号 5

今
年
度
も
大
繁
盛
！
あ
き
た
県
庁
出
前
講
座

県
政
映
画
上
映
会

第11回「クニマスはなぜ生き残ったのか」

記録されたクニマスの生態

・体色　‥　灰黒（普通マスのような白光無し）

・習性　‥　日光の届かない深い湖底に棲息

　　　　　　　 日光を非常に嫌う
・形状　‥　カワマスに似るが、割合尾びれの

　　　　　　　根元が広い

・サイズ‥　(大)　体長 約37㎝、  体高 約7㎝、
　　　　　　　　　　　体重 約398ｇ
　　　　　　　 (小)　 体長 約30㎝、 体高 約6㎝、
　　　　　　　　　　   体重 約338ｇ



昨
年

月
に
開
催
し
た
開
館

周
年
特

11

30

別
企
画
「Akita

Archives
Fes

2023

～
あ
す
へ
語
り
つ
な
ご
う
！
秋
田
の
未
来

～
」
の
第
２
部
「
公
文
書
館
」
っ
て
ナ
ニ
？

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
と
第
三
部
「
し
ゃ
べ
り

場
」
で
は
、
当
館
で
初
め
て
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
採
り
入

れ
ま
し
た
。
壇
上
で
話
し
て
い
る
内
容
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
要
約
し
文
章
や
絵
図
を

使
い
ま
と
め
て
可
視
化
す
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
第
２
部
「
謎
に
包
ま
れ
た
公
文

書
館
」
の
内
容
は
、
左
の
と
お
り
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
化
。
謎
の
ベ

ー
ル
が
見
事
に
取
り
払
わ
れ
、「
公
文
書

館
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
」
と
絵
や
図
形
で

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
一
般
に
は
馴
染
み
が
少
な
い
複

雑
な
内
容
の
話
を
、
初
め
て
聴
く
人
た
ち

に
伝
え
る
場
合
、
耳
か
ら
聴
い
た
だ
け
で

は
話
の
流
れ
が
見
え
難
く
、
全
体
像
も
な

か
な
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
公
文
書

館
や
歴
史
資
料
保
存
な
ど
の
話
も
、
関
係

者
が
聴
け
ば
、
左
上
の
図
の
よ
う
な
ス
ト

ー
リ
ー
が
す
ぐ
に
頭
に
浮
か
び
ま
す
が
、

一
般
に
は
そ
う
は

い
き
ま
せ
ん
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
は
、
誰
も
が
話

の
内
容
を
共
有
で

き
る
手
法
で
す
。

公
文
書
館
は
敷
居

の
高
い
「
謎
」
の

施
設
で
は
な
く
誰

も
が
利
用
で
き
る

こ
と
を
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
表
現
し
ま
し

た
。【
須
釜
健
一
】

江
戸
時
代
、
交
通
や
流
通
の
要
だ
っ
た

街
道
の
合
流
地
点
の
大
き
な
町
人
の
家
の

旧
松
倉
家
住
宅
で
松
倉
家
開
館
１
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
公
文
書
館
所
蔵
の
公

文
書
・
古
文
書
を
セ
レ
ク
ト
し
て
展
示
し

ま
す
。
江
戸
・
明
治
の
書
物
や
久
保
田
城

下
町
に
関
す
る
古
地
図
の
ほ
か
、
松
倉
家

に
残
さ
れ
て
い
た
秋
田
市
所
蔵
の
「
松
倉

家
日
記
」
も
初
公
開
さ
れ
ま
す
。

場
所

秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財

旧
松
倉
家
住
宅

秋
田
市
旭
南
二
丁
目
７
番

号
25

日
程

３
月
９
日
（
土
）

～
３
月

日
（
日
）

24

時
間

９
時
～

時

分

16

30

（
火
曜
日
休
館
）

昨
年
秋
、
横
手
の
実
家
で
、
尋
常

高
等
小
学
校
の
教
員
だ
っ
た
祖
父

の
文
書
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
み
ま

し
た
。
北
海
道
の
小
学
校
に
勤
務

し
て
い
た
意
外
な
事
実
、
秋
田
に

帰
る
際
に
同
僚
達
が
祖
父
に
贈
っ

た
寄
せ
書
き
が
伝
え
る

年
前
の
熱
い
友

90

情
、
平
鹿
郡
の
横
手
か
ら
隣
の
雄
勝
郡
内

の
小
学
校
に
単
身
赴
任
し
た
時
に
祖
母
と

交
わ
し
た
夫
婦
の
手
紙
、
赤
ん
坊
だ
っ
た

父
の
成
長
を
伝
え
る
手
紙
、
物
心
つ
い
た

父
が
幼
い
文
字
で
書
い
た
お
土
産
の
絵
本

を
ね
だ
る
葉
書
、
米
国
人
宣
教
師
と
親
し

か
っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
側
面
。
そ
し
て

地
元
の
近
代
俳
句
界
で
の
仲
間
と
の
交
流

な
ど
文
人
の
側
面
。
結
核
を
患
い

代
で

40

世
を
去
っ
た
祖
父
の
様
々
な
貌
が
見
え
ま

し
た
。
展
示
準
備
の
最
中
、
偶
然
祖
父
の

教
員
と
し
て
の
履
歴
書
を
発
見
し
た
時
は

大
興
奮
。
改
め
て
先
祖
調
べ
の
お
客
様
の

気
持
ち
を
実
感
し
ま
し
た
。

(

柴)
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ググ
ララ
フフ
ィィ
ッッ
クク
・・
レレ
ココ
ーー
デデ
ィィ
ンン
ググ

絵
や
図
形
を
駆
使
し
て
話
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化

絵
や
図
形
を
駆
使
し
て
話
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
♪♪

当
館
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

は
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
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